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中層曳網め実用化試験…・（第1報）

猿　　　谷　　　　　倫

－45－

1　日　　　　的

本県の底曳網漁船は沖合底曳船27裳（50～40トン）小恩威曳船28隻（5～15トン）あ

わ，主にカレイ，ヒラメ，メヌケ，キチジ，イカ類等を漁牡しているが，中層曳きの技術はまだ活用され

ていないので，ヤリイカ，スルメイカなど生活層が浮沈するものを対象に中層曳網を導入し，漁場開発と

漁獲増を目的にこの試験を行なった。

試験に供した漁具は，水産片漁船研究重美室技官の設計によるもので，すでに試験船≠ときわ〟（2占

25トン　200PS）により基劉勺充実験は終了している（昭和55年度茨水試験告）。

3　試鈴の方法

（1）試駅期日　　時和42年8月28日

（2）漁　場　久感押水深dD～70m緋城

（3）試　　船

（4）乗組員

（5）調査員

住吉丸（14，99トン，100馬力低速）

久慈町漁協所属小型店曳船

船長　島「F d名

猿谷　倫，苅部　信二

（6）供給漁具

的　網地（アミラン）

（⇒　浮子方，沈子方

浮千万　7

バ　ガラス玉

8寸　5ケ

ポリ玉　5寸

2　2ケ

ぐう　イキ（網口

関口板）

7　0cm×140　cm

2枚

展開力　100

－150晦
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－48－

沈降力　80－70Ⅸタ

柄　造　木　鉄

（⇒　曳　　索

往4分ワイヤー　200m×2

9分・マニラローブ15肌×2

銅　Sweep Hne（手綱）

径5分ナイロンローブ　d［竹耽×2

トI　言卜渕上器

網深さ計　2ケ　傾角度板　2ケ

鋭谷　倫

3　結　　　　果

8月2d日8ムー507花住吉丸技日立港を出港，日〕1－10骨乙よカ2回にわたって試験をおこなレ，

15h－00m終了帰鞋した。結果は下記の通りである。

第1回目：1Dh－15m投網，償関回転500，11エトロ0抑揚綱，

渕　　角

10h－15m狭角

1011－15m狭角
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；′j′‡2回目：12h－2口軌掴8，機関闘伝500，15h【00771揚銅，
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中層曳網の実用化試験…・（鮪1軸）
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1211－54m狭角‘1
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第　占図

Sweepline装着の変更

上しヒ2回にわたっての試験から次のことが明らかに孜った。

（カ曳桐中の船速は棋筐姫厭うnnで約2．5～5，ロノットであった。

径）曳網力に比しノて紬地の規模が大きしへ。

G）Otter Boardの展開力が少ない。

④　sweep Hneか片す㌢㌔

2［〔相にはSweeplineの接請を改良したが脂別な変化はみられなかった。

この結二某から住吉丸の場釦．雄三‾試漁．共でか．‾土漁獲胱‘りが軌幻こ放く（紬，1の革典の「ブijも2771二二：二たしに）り三川

化の対象にならたいことがわかし＿、た（図7独英月．封‖巨接封罵）。今後は小型底点描に適性意漁共を．i■なl‾汁試

作し，試験をおこなう計画である1、
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